
舶用小型補助ボイラ用ガンタイプバーナ「VJ型」のお取扱について 
                                 ２０１０年４月 

 

本船の補助ボイラに装備されております弊社の圧力噴霧式 VJ型バーナにて最近起こった事

故について本書にてお伝えいたします。 

ユーザー様におかれましては、以前お送りし、また今回再度添付いたします注意事項書を

守っていただくことの重要性を思い出していただきたいと切に願っております。 

 

1. 事故の概要 

2008 年 11月 18日に補助ボイラに装備されている VJタイプバーナにおいてフラッシュ

バック事故が発生し、乗組員がやけどを追いました。詳細につきましてはオーストラリ

ア運輸交通安全局（ATSB）から発行されておりますレポートをご覧下さい。 

 

http://www.atsb.gov.au/publications/investigation_reports/2008/mair/258-mo-2008-010.aspx 

 

2. 事故の原因 

点火失敗の原因を究明することなく、何度も点火を試み、失敗を繰り返したことより炉

底に未燃油が蓄積し、爆発性のガスが充満していったものと思われます。斯様な状況で

フラッシュバック事故の原因となりました。 

（これに関する警告は私たちの注意事項書に明確に記述されております。） 

 

3. 安全上の推奨事項 

1） 弊社が以前お送りし、また今回再度添付致します注意事項書はボイラーを取り扱う

クルーに手渡され、十分に読むよう指導されているべきものである、という事をご

確認頂きたいと思います。要すれば安全な運転の為に、乗組員に必要な教育を実施

する事を配慮願いたいと思います。 

2） 取り扱いやメンテナンスは注意事項書を忠実に守って頂くことを強く思い出して

頂きたく思います。もしそれが守られなければ、乗組員が ATSB レポートにあるよ

うな事故と同じ危険にさらされる事になります。 

 

 

 

 

 

4. 安全上の推奨事項 

http://www.atsb.gov.au/publications/investigation_reports/2008/mair/258-mo-2008-010.aspx


ATSB のレポートにしたがい、下記の通りアドバイス致します。 

 

我々にはたくさんのバーナがあり、その内の一つが直接着火方式のバーナで VJ 型と呼

ばれており、また他のタイプのパイロットバーナが付いた油圧バーナがあり VJP 型と

呼ばれています。もし、パイロットが付いたバーナをお望みであれば、既存のバーナ

は VJP 型バーナへ換装できる、または改造できると言うことをアドバイス致します。 

もし改造に掛かる費用が如何ほどか、この二つのバーナの違いはどういうものか知り

たい場合は喜んで必要な情報を提供致します。 
 

上記の内容につきましては下記をクリックしてください。 

1. ATSB TRANSPORT SAFETY INVESTIGATION REPORT  

Marine Occurrence Investigation Report No.258 Final  

（http://www.atsb.gov.au/publications/investigation_reports/2008/mair/258-mo-2008-010.aspx） 

2. SAFETY PRECAUSIONS 

3. WARNING PLATES (2sheets)  

 

ご不明な点は弊社までお問い合わせ下さい。 

 

ボルカノ株式会社 

燃焼機事業部 営業部営業課 足立・岡 

住所：大阪市淀川区野中北１－３－３８ 

E-mail: m-adachi@volcano.co.jp  k-oka@volcano.co.jp TEL：+81-(0)6-6392-5541 FAX：

+81-(0)6-6396-7609 
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